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新型コロナウイルスワクチン対策チーム進捗状況報告

Ⅰ．医療従事者向け進捗状況

接種完了

Ⅱ．住民向け進捗状況

１．各市町村の住民接種体制の構築

→個別接種か集団接種か等含め、各市町村は、地区医師会と連携し検討中。

県では、今後、連携会議等で進捗状況を確認し、必要に応じ、支援を行

っていく。

医療従事者の確保が課題となる。琉大病院・県立病院等に協力を依頼中。

２．住民向けのワクチンについて

高齢者向けワクチン

計 747,825回分（373,912.5人分）沖縄県高齢者人口 346,599人の 108％
のワクチン納入済み

一般住民向けワクチン（ファイザー社）

８月２日と９日の週に計 107箱（125,190回分）納入予定
８月 16日と 23日の週に計 106箱（124,020回分）納入予定
８月 30日以降、１クールあたり 142箱（166,140回分）

３クール計 426箱（498,240回分）納入予定
総計 1,932,255回分（医療従事者分を含む）納入予定

実施状況

高齢者

４月 12日に宮古島市のグループホームで接種開始。

５月 29日、全ての市町村で接種開始
７月中に７割の高齢者の２回接種が終了。

住民接種接種実績

首相官邸 HP より抜粋したデータ（ワクチン接種記録システム値)を元に
算出

８月 16日現在
全住民（医療従事者含む）

１回目 603,918回（40.8％）２回目 439,266回（29.6％）
全住民（医療従事者除く）

１回目 532,045回（35.9％）２回目 377,486回（25.5％）
高齢者 1回目 276,206回（85.4％）２回目 257,669名（79.7%）
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３．コールセンターの設置について

→３月15日からワクチン接種にかかる副反応等の専門相談ができるコール

センターを稼働。連絡先と対応時間は次のとおり。

電話：098-894-4856

時間：9:00～17:00（土日祝祭日含む）

４．アナフィラキシー（副反応）発生時の教材の作成

→接種時に起こる可能性のあるアナフィラキシーへの対応方法等につい

て、琉球大学と作成済み。医師会、病院等に提供済み。

６．小規模離島接種体制

ほぼすべての離島で、高齢者接種を開始あるいは実施済み。。

小規模離島では、自治体の希望に応じ、高齢者以外の接種も行う予定

渡名喜村、座間味村、北大東村、渡嘉敷村、南大東村、多良間村、粟国

村で全住民（16歳以上希望者）の２回の接種が終了

７ 職域接種

１０００人以上の従業員、家族等に接種を行う企業、事業所、

大学等でモデルナのワクチンを使用し接種。

会場、医療従事者等の確保、運営等は企業等の責任で行う。

現在申請停止中

沖縄県では申請 39件、県承認 39件、国承認 28件（８月 17日現在）

８ 副反応（8月 4日現在）
コミナティ筋注

副反応疑い報告数 49件
内重篤報告者数 20件、死亡者数 8件

COVID-19ワクチンモデルナ筋注
副反応疑い報告数 0件

９ アストラゼネカ製ワクチン接種

広域接種武道館会場での接種で調整中

対象者

①ポリエチレングリコールに対するアレルギー等で mRNA ワクチンが接
種できない者

②海外でＡＺワクチンを１回接種済みの日本在住のもの

③その他、接種を希望する者（40歳以上）
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